
北海道新聞

自治体PR・地方創生関連ご案内

≪北海道北エリアのJR＆バス利用促進企画≫
「上川地方総合開発期成会」による紙面での展開

（2017年8月3日 朝刊 全道版 全5段）

JR北海道が単独運営が難しい北海道内の地方赤字路線の存廃について、沿線自治体と話し合
うという方向性を示したことを受けて、JR石北本線・宗谷本線・富良野本線・根室本線の４路
線がある上川管内の自治体23市町村で構成される「上川地方総合開発期成会」の事務局である
旭川市から直接、出稿のご相談がありました。

地域自治体として、路線存続のための利用促進につなげることが狙いであり、2016年度に
ANA旭川-中部（名古屋）路線搭乗率UPキャンペーンを掲載した際と同じ部署からのご相談で、
スムーズに単独出稿としてお申し込みがまとまりました。

赤字路線の道内沿線自治体で具体的な対策が見えない中、上川エリアの「上川地方総合開発期
成会」からの掲載はその先陣を切った紙面となるため、北海道新聞旭川支社営業部として、イン
パクトを与え、継続して出稿したいと思っていただけるような紙面づくりを心がけました。

掲載にふさわしい内容や時期、掲載スペースについても考えた結果、発信する内容は「列車＆
バスで行く道北の夏祭り」という観光中心のものとし、掲載はエリアごとに市町村を紹介する
「わがまち179」編集特集で道北エリアを紹介した記事の下となりました。

「上川地方総合開発期成会」に名を連ねる路線沿線自治体は23市町村に及ぶため、夏のイベ
ントを網羅するとかなりのボリュームに。内容を確定させるのが大変で、旭川市の担当者にもご
尽力いただきました。路線をイメージできるようなデザインとし、各地域開催のフォーラムも付
記しました。

掲載後には、稚内や北見エリアの同様な期成会からも出稿のご相談が寄せられました。2018
年1月中旬には2回目として、冬のイベントを取り上げる形での出稿が決定しています。

（旭川支社営業部 後藤敦）

◆お問い合わせ／北海道新聞社営業局（TEL011-210-5713）または 各支社営業部へ（2017.12）

＊ウェブサイトにバックナンバー掲載中！【道新営業局】で検索！（http://adv.hokkaido-np.co.jp/）


